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　もともと幼児期は、個々の経験による発達の個人差が大きい時期であり、保育園・幼稚園では

その個人差を受け止め、一人ひとりのよさや可能性を大切にした教育活動を行っています。しか

し、社会の変化とともに、大人のライフスタイルや子育てに関する価値観の多様化、戸外で遊ぶ

機会や地域の人と触れ合う機会の減少等が、幼児の遊びや生活に影響を与えています。

　保育園・幼稚園では、これまで以上に幼児の育ちと学びを支える環境と幼児一人ひとりの生活

経験や実態に即した、きめ細かな指導や配慮が求められています。

　幼児にとって、幼児期の体験が充実したものとなるよう、幼児期の終わりまでに何を身に付け

ておくことが大切なのか、保育園・幼稚園、家庭が連携を図りながら「遊び」や「生活」を見直し、

幼児期の教育の充実を図る必要があります。

　保育園・幼稚園での育ちと学びを小学校へとつなげるために、港区の子どもの実態、特色、課

題等を踏まえた「小学校入学前までに目指す姿」を明確に示すこととしました。小学校入学前ま

でに目指す姿は以下の通りです。

小学校入学前までに目指す姿

1　「小学校入学前教育カリキュラム」の基本的な考え方

2　小学校入学前までに目指す姿

●興味・関心をもって
意欲的にかかわる

●自信をもって話す

●イメージや言葉を
豊かにする

●規則正しい生活を
送る

●自分のことは自分
でする

●進んで運動する

●あいさつをする

●友達のよさを認める

●きまりや約束を守る

10 「育ちと学び」をつなぐ　小学校入学前教育カリキュラム
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（１）「三つの力」の考え方
　「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議」（平成 22 年

11 月）における報告書では、「児童期の教育をはじめとする義務教育は、生涯にわたって自ら学

ぶ態度を培う上で重要なものであるが、それらは児童期から突然始まるのではなく、幼児期との

連続性・一貫性ある教育の中で成立するものであるとし、幼児期の教育（特に幼児期の終わり）

と児童期の教育の目標を「学びの基礎力の育成」という一つのつながりとして捉えることとする」

としています。

　また、「『学びの基礎力』の育成を図るため、幼児期（特に幼児期の終わり）から児童期（低学年）

にかけての教育においては、『三つの自立』（学びの自立、生活上の自立、精神的な自立）を養う

ことが必要である。」としています。

　さらに、幼児期（特に幼児期の終わり）における学びの基礎力の育成において重要であるのは、

幼児が人やものに興味をもち、かかわる中で様々なことに気付くとともに、それらを広げ、深め

ていく過程の中で、自己発揮と自己抑制を調整する力を育むことであり、それらを通じて、個人

として、また社会の構成員としての自立への基礎を養うことです。具体的には、「学びの自立」、「生

活上の自立」、「精神的な自立」の「三つの自立」を養うこととしています。

　そこで、本カリキュラムでは、幼児期の育ちと学びの上に小学校以降の教育があるという報告

書の趣旨を踏まえ、幼児期の教育から小学校教育をつなぎ、貫く「三つの力」を、港区ならではの「三

つの力」として、以下のように設定しました。

○学びの自立
自分にとって興味・関心があり、価値があると感じられる活動を自ら行うとともに、人の話などをよ
く聞いて、それを参考にして自分の考えを深め、自分の思いや考えなどを適切な方法で表現すること。

○生活上の自立
生活上必要な習慣や技能を身に付けて、身近な人々、社会及び自然と適切にかかわり、自らよりよい
生活を創り出していくこと。

○精神的な自立
自分のよさや可能性に気付き、意欲や自信をもつことによって、現在及び将来における自分自身の在
り方に夢や希望をもち、前向きに生活していくこと。

学 び の 基 礎 力

○「生活上の自立」につながる生活習慣・運動　→　生活する力
○「学びの自立」につながる思考力・表現力　→　発見・考え・表現する力
○「精神的な自立」につながる自己発揮・他者理解・規範意識　→　かかわる力

三 つ の 力

3　大切にしたい「三つの力」
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　保育園・幼稚園では、保育所保育指針や幼稚園教育要領の５つの領域の実践と、小学校の教育

を見据えたこの｢三つの力｣をバランスよく伸長させる指導を行うこと、小学校低学年では、保育

園・幼稚園での育ちと学びを踏まえた指導を行うことにより、連続性・一貫性のある指導の実現

を目指します。

（２）「三つの力」の具体的な視点
　「三つの力」の具体的な視点を示しました。

（３）接続期の考え方
　接続期とは、一般的には５歳児後期から１年生１学期の期間を示します。本カリキュラムでは、

５歳児の発達の流れを重視し、５歳児前期から小学校入学後１学期までをおおむね４期に分け、

各時期を意味付けました。

三 つ の 力

生活上の自立 精神的な自立学びの自立

生活上の自立につながる
生活習慣・運動

学びの自立につながる
思考力・表現力

精神的な自立につながる
自己発揮・他者理解・規範意識

生活する力 発見・考え・表現する力 かかわる力

＜具体的な視点は・・・＞
○自分のことは自分でする

○健康で安全な生活をする

○体を十分に動かし、進ん
　で運動しようとする

５歳児前期
（進級当初～）

年長組としての自覚を
もち、興味をもったこ
とを試行錯誤しながら
追求する時期

５歳児中期
（秋の運動会頃～）

集団の中で幼児同士
がかかわりを深めなが
ら、自己を十分に発揮
する時期

５歳児後期
（就学時健康診断～）

小学生になることに期
待をもち、自信をもつ
時期

１年生入門期
（入学当初～）

集団を意識し、自分を
表現する時期

＜具体的な視点は・・・＞
○好奇心や探究心をもっても
のとかかわる

○感じたこと・考えたことを
言葉で伝える

○文字や数量などの感覚を豊
かにする

＜具体的な視点は・・・＞
○あいさつをする

○人とかかわる

○きまりや約束を守る

＊（　）内は、おおよその目安

12 「育ちと学び」をつなぐ　小学校入学前教育カリキュラム
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幼 児 期 の 教 育 か ら 小 学 校 教 育 を つ な ぐ 三 つ の 力

小学校以降の学び

学びの基礎力の育成

児童期

幼児期

接続期

遊びや生活を通した学び

【健康・人間関係・環境・言葉・表現】

情緒の安定
家庭教育

生活上の自立 精神的な自立学びの自立

生
活
す
る
力

小
学
校
教
育

幼
児
期
の
教
育

発
見
・
考
え
・
表
現
す
る
力

か
か
わ
る
力

幼稚園教育要領及び
保育所保育指針に
示された５領域
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